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令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

大
門
坂
駐
車
場

周
辺
再
整
備
事
業
1500
万円

問
建
屋
設
計
業
務
で
１
５

０
０
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
総
事
業
費
は
、
い

く
ら
な
の
か
。

答
駐
車
場
事
業
全
体
の
予

算
は
、
４
億
１
８
０
０

万
円
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

問
建
屋
の
待
合
所
を
大
屋

根
に
す
る
予
定
だ
が
、

風
の
強
い
場
所
で
あ
る
。
耐

久
性
は
大
丈
夫
か
。

答
建
屋
を
一
時
避
難
所
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
も

考
え
て
お
り
、
大
屋
根
の
強

風
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
。

問
建
屋
に
木
材
を
使
う
こ

と
に
よ
り
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
す
る
こ
と
は

で
き
る
か
。

答
景
観
に
配
慮
し
木
材
を

使
用
す
る
こ
と
で
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
は
可
能

だ
と
考
え
て
い
る
。

問
駐
車
場
部
分
の
有
料
化

の
検
討
は
。

答
有
料
化
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

新
庁
舎
整
備
基
本
構
想

・
基
本
計
画
策
定
支
援

業
務
委
託

（
債
務
負
担
行
為
補
正
）
4561
万円

問
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想

の
策
定
は
全
て
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
へ
の
委
託
に
な
る

の
か
。

答
新
庁
舎
整
備
方
針
検
討

委
員
会
の
運
営
は
、
当

局
で
執
り
行
う
。

　
委
員
会
の
資
料
作
成
な
ど

運
営
支
援
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
に
一
部
委
託
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
債
務
負
担

行
為
の
金
額
は
、
策
定
支
援

委
託
業
務
の
限
度
額
で
あ
る
。

9
月
9
日
か
ら
25
日
ま
で
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
令
和
6
年
度
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
令
和
7
年
度

補
正
予
算
な
ど
35
件
の
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

9月
定例会

令和７年度 一般会計補正予算
大門坂駐車場・新庁舎の整備に向けて

債
務
負
担
行
為
と
は

地
方
自
治
体
が 

将
来

に
わ
た
っ
て
財
政
的
な
義

務
（
債
務
）
を
負
う
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
議
会
の
議

決
で
認
め
る
行
為
で
す
。

地
方
自
治
体
の
予
算
は
、

通
常
、
単
年
度
主
義
に
基

づ
き
、
１
年
度
（
４
月
〜

翌
年
３
月
）
の
収
入
や
支

出
を
見
込
ん
で
編
成
さ
れ

ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
新
庁

舎
整
備
に
関
す
る
事
業
の

よ
う
に
、
１
年
度
だ
け
で

は
完
結
し
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
翌
年
度
以

降
に
支
出
を
約
束
し
な
い

と
契
約
が
で
き
な
い
た
め
、

「
債
務
負
担
行
為
」
と
い

う
形
で
、
翌
年
度
以
降
も

支
出
を
行
う
権
限
を
議
会

に
承
認
し
て
も
ら
う
必
要

が
出
て
き
ま
す
。

リニューアルが予定されている
大門坂駐車場

整備が検討される
那智勝浦町役場本庁舎

議
案
審
議

議
案
審
議
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各事業の緊急性を考慮して

耐 震 性 の な い 役 場 庁 舎 で
100人以上の職員が働き、
来庁者もあることは放置でき
ない。
また、大門坂駐車場はバリア
フリー化が未整備なのに加え、
路線バス降車時に交通事故の
危険性がある。
よって、緊急性を考えて賛成
する。

各事業の計画が甘い

今回の補正予算に計上されている事業全
般について、本来であれば計画を立てた
上でリアルに考えて事業を行う必要があ
るが、その点一般事業者の視点から見て
甘いと思われる。よって、反対する。

まずは職員でしっかりと

債務負担行為について、説明を受けたが
納得できない。
まずは在職している能力ある職員がしっ
かり考え、やれることを全部やって、答
えを出すべき。
ゼロベースで何もかも丸投げすることに
は反対。

影響の大きさを考えて

大門坂駐車場設計業務委託に
ついて、全体設計業務を発注
する前に、トイレ施設設計を
個別発注するのは順序が違う
と思う。
全体設計で土の出し入れを調
整できれば、数百万円ほど費
用が変わる可能性もある。
その点、影響は大きいと思わ
れるため反対する。

討論

賛成

反対

反対

反対

賛成賛成６６：反対：反対４４
津本 勝山

城本 曽根西 東引地藤社 吾妻 松本

 原案可決 原案可決

一般会計補正予算
討論のうえ僅差で可決！

活発な質疑のあと、以下のとおり討論が行われました。
その内容を踏まえ、起立による採決が行われ、原案のとおり可決されました。

曽根 議員

吾妻 議員

東 議員

松本 議員
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一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

那
智
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

「
道
の
駅
　
な
ち
」

問
（
丹
敷
の
湯
休
業
で
）

売
上
が
下
が
る
中
、
人

件
費
が
２
２
５
０
万
円
か
ら

２
５
０
０
万
円
に
上
が
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、

給
料
及
び
期
末
勤
勉
手

当
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

問
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の

委
託
（
経
営
調
査
・
計

画
策
定
支
援
業
務
委
託
）
を

行
う
こ
と
で
、
当
初
の
期
待

し
た
結
果
は
出
た
の
か
。

答
道
の
駅
の
将
来
像
を
検

討
す
る
た
め
、
専
門
業

者
に
顧
客
実
態
や
観
光
と
の

連
携
を
調
査
委
託
し
た
。
そ

の
報
告
書
は
、
今
後
の
運
営

の
土
台
と
な
り
、
新
し
い
管

理
者
募
集
の
条
件
、
公
平
な

評
価
基
準
策
定
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。

入
湯
税
の
使
途
は

問
大
部
分
が
那
智
勝
浦
観

光
機
構
へ
の
補
助
金
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
入
湯
税
５
７
２
８
万
６

０
０
０
円
の
う
ち
那
智

勝
浦
観
光
機
構
へ
の
補
助
金

に
４
８
３
０
万
６
０
０
０
円

（
84
％
）
充
当
し
て
い
る
。

問
那
智
勝
浦
観
光
機
構
の

施
策
は
、
那
智
勝
浦
町

観
光
協
会
の
時
と
比
べ
て
、

住
民
に
と
っ
て
分
か
り
に
く

い
の
で
は
な
い
か
。

答
皆
様
に
周
知
で
き
る
よ

う
な
機
会
を
、
ぜ
ひ
作

っ
て
い
き
た
い
。

借
金
返
済
額
の
推
移
は

問
町
の
借
金
返
済
額
の
推

移
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
年
々
増
え
て
い
る
の

で
は
。

答
令
和
５
年
度
限
り
の
新

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

か
か
る
返
済
が
、
据
え
置
き

期
間
無
し
で
開
始
し
た
こ
と

が
、
大
き
な
要
因
。
昨
年
度

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
借
金
返
済
額
の
ピ
ー

ク
が
、
令
和
８
年
度
の
12
億

１
２
８
４
万
円
で
あ
る
。
今

後
も
変
更
が
あ
る
た
め
、
新

し
い
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
作
成
す
る
。

人
件
費
増
の
要
因
は

問
人
件
費
が
大
幅
に
増
え

た
要
因
は
。

答
昨
年
度
の
人
事
院
勧
告

の
改
定
に
よ
る
増
加
が

主
な
要
因
。
具
体
的
な
金
額

で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

分
の
給
料
で
約
２
７
０
０
万

円
、
期
末
勤
勉
手
当
で
約
１

７
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

○
右
の
討
論
を
経
て
、
令
和

６
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、

賛
成
多
数
（
７
対
３
）
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
認
定
と
は

　
決
算
認
定
と
は
予
算
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
、

ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
の
か
を
検
討
し
、

改
善
点
や
反
省
事
項
の
把

握
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
主
な
質
疑

を
取
り
上
げ
、
要
約
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。

討
論

反
対
　
吾
妻
議
員

　
道
の
駅
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
委
託
料
に
つ
い
て
、

事
前
に
「
住
民
の
話
を
聞

く
」
と
説
明
が
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
を
認
め
て
し
ま
う

と
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
働
か
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。

　
こ
れ
は
看
過
で
き
な
い

重
い
問
題
だ
と
考
え
、
反

対
す
る
。

令和６年度 決算認定
事業実施状況及び効果を厳しく検証

今後の動向が注目される 
那智駅交流センター

「道の駅なち」
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議案の採決状況一覧� 令和７年第3回定例会で審議された議案は以下のとおりです
（○賛成　×反対　／除斥　議長は採決に加わらない）

氏　名　
　議　案

引
地
稔
治

吾
妻
正
崇

城
本
和
男

加
藤
康
高

藤
社
和
美

西　
太
吉

曽
根
和
仁

東　
信
介

松
本
和
彦

津
本
芳
光

勝
山
則
子

議決結果
（賛成 : 反対）

令和６年度那智勝浦町一般会計歳入歳出決算認定 × × ○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定（ 7  :  3 ）
令和６年度那智勝浦町国民健康保険事業費特別会計歳入歳出決算認定 から 
令和６年度那智勝浦町立温泉病院事業会計決算認定 まで ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定（全会一致）

那智勝浦町新庁舎整備方針検討委員会条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
那智勝浦町クリーンセンター設置条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
那智勝浦町墓地条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
勝浦漁港にぎわい市場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
那智勝浦町給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
那智勝浦町下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
財産の処分について ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度那智勝浦町一般会計補正予算（第５号） × × ○ - ○ ○ ○ × × ○ ○ 可決（ 6  :  4 ）
令和７年度那智勝浦町国民健康保険事業費特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度那智勝浦町介護保険事業費特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
令和７年度那智勝浦町勝浦地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
築地地区津波避難施設整備工事請負契約の変更について ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
財産の取得について ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（全会一致）
陳情書　（１）那智勝浦町が表明した「ゼロカーボンシティ宣言」の推進に
関する件（２）那智勝浦町公共施設の短期ＬＥＤ化に関する件（３）地域
事業者有効活用による地域経済の発展に関する件

○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一部採択
（全会一致）

審査等請求書 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議員倫理特別委員会へ付託
（全会一致）

○農業委員会委員の任命について　　　　⇒	 杉浦　正文　氏（八尺鏡野）　の任命に同意

○津本　芳光　議員　（６ページ）
　◇丹敷の湯は公共財
　◇多様性を認める施策を

○城本　和男　議員　（７ページ）
　◇�7月30日の大津波警報
　　町の対応と避難は
　◇�市屋地区で太地町のポンプ場造成計画

がある　町長は聞いているか

○吾妻　正崇　議員　（８ページ）
　◇人口減少対策
　◇ニュータウン汚水処理施設

○曽根　和仁　議員　（９ページ）
　◇道の駅「なち」　建物の利用方針の見直し
　◇温泉は観光と住民サービスの必要経費
　◇中村覚之助氏　念願の「殿堂入り」実現へ

○藤社　和美　議員　（10ページ）
　◇危機的な在宅介護
　◇図書、図書館について行政ができること
　◇通学の暑さ対策を

○松本　和彦　議員　（11ページ）
　◇子育て支援施策は無料で？
　◇人件費比率が高い状況、どう捉えている？
　◇�子供達へ、夏休み等食事提供の実現可能性は？
　◇�新庁舎より、宇久井中学校長寿命化工事を優先すべきで

はないか

◆一般質問とは◆　議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等について所信を聞き、報告
や説明を求め、疑問点を質す大事な議員活動の場です。

※一般質問に関する記事は 質問者本人が作成 しています。
※各ページ議員顔写真右下のQRコードを読み取ることにより、各議員の一般質問動画を見ることができます。

ここを問いたい ９月定例会
一般質問
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丹
敷
の
湯
は
公
共
財

質
問　
丹
敷
の
湯
継
続
の
陳

情
を
受
け
、
町
民
の
代
表
と

し
て
議
会
が
議
決
し
た
こ
と

を
、
重
く
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

答
弁
（
町
長
）

議
決
は
大
変
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
後

大
規
模
改
修
に
な
る
場
合
は
、

閉
め
ざ
る
を
得
な
い
と
申
し

上
げ
て
予
算
計
上
し
て
い
る
。

質
問　
一
方
的
な
閉
鎖
で
は

な
く
、
ま
ず
修
理
し
改
め
て

出
直
す
の
が
筋
。
陳
情
書
を

決
議
し
た
意
味
が
な
い
。
町

政
懇
談
会
の
場
で
は
な
く
住

民
説
明
会
で
意
見
を
聞
く
べ

き
で
は
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

道
の
駅
に
関
心
の
な
か
っ

た
方
々
に
も
、
状
況
を
知
っ

て
い
た
だ
い
た
。

質
問　
人
々
の
孤
立
・
孤
独

が
大
き
な
社
会
問
題
に
。「
人

と
人
の
つ
な
が
り
」
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
、

丹
敷
の
湯
は
公
営
で
残
せ
な

い
か
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

公
共
サ
ー
ビ
ス
と
位
置
づ

け
て
の
継
続
は
難
し
い
。

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
い
き
い

き
サ
ロ
ン
の
活
動
を
通
じ
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
。

質
問　
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
の

関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
に
、

中
村
覚
之
助
氏
の
記
念
館
設

立
の
検
討
は
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

中
村
覚
之
助
杯
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
開
催
時
、
体
育
文
化

会
館
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設
け

広
く
周
知
し
た
い
。

多
様
性
を
認
め
る
施
策
を

質
問　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
た 

ち
に
は
、カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し

た
く
て
も
で
き
な
い
方
も
い

る
。事
実
婚
の
人
た
ち
が
制

度
を
利
用
し
や
す
い
支
援
は
。

答
弁
（
福
祉
課
長
）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
を
さ

れ
る
方
に
は
、
手
続
き
の
際

に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配

慮
し
て
い
る
。
相
談
が
あ
れ

ば
、
十
分
話
を
伺
い
、
対
応

し
て
い
く
。

　
他
に
、
病
児
保
育
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
の
質
問
お
よ

び
、
第
二
子
の
保
育
料
の
無

償
化
と
国
保
税
均
等
割
の
子

ど
も
分
を
半
額
に
す
る
こ
と
。

子
育
て
支
援
策
は
非
課
税
世

帯
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の

世
帯
を
対
象
に
す
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

 

農
林
水
産
課
長  �

公
営
で
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い

津本　芳光　議員

多様性の象徴である虹
多様性に関する施策が前進する
ことを望む

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
し
て

�

公
営
で
の「
丹
敷
の
湯
」継
続
を
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７
月
30
日
の
大
津
波
警
報

町
の
対
応
と
避
難
は

質
問　
「
自
主
防
災
や
区
の

役
割
は
？
」
と
聞
か
れ
た
。

避
難
時
に
は
ど
う
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

自
身
の
安
全
を
確
保
し
た

上
で
呼
び
か
け
て
避
難
を
促

す
。
地
域
全
体
で
助
け
合
う

共
助
の
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
考
え
る
。

質
問　
消
防
で
３
５
０
人
、

病
院
に
も
多
数
の
方
が
避
難

し
た
。
多
く
の
問
題
点
や
課

題
が
あ
っ
た
の
で
は
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

長
時
間
の
避
難
と
な
り
暑

さ
対
策
等
、
体
調
の
す
ぐ
れ

な
い
方
を
案
内
し
た
。
真
冬

や
夜
間
な
ど
様
々
な
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
11
月
に
中
核

避
難
所
で
自
主
防
災
や
住
民

を
交
え
た
訓
練
を
実
施
し
た

い
。

意
見　
三
連
動
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
時
に
は
想
定
を
超

え
る
人
数
が
避
難
す
る
。
災

害
時
に
多
く
の
命
に
直
結
す

る
消
防
や
病
院
の
機
能
が
維

持
で
き
る
の
か
、
今
後
の
課

題
が
見
え
て
き
た
。

市
屋
地
区
で
太
地
町
の

ポ
ン
プ
場
造
成
計
画
が
あ
る

町
長
は
聞
い
て
い
る
か

質
問　
那
智
勝
浦
町
内
で
計

画
さ
れ
て
い
る
公
共
事
業
を

町
が
知
ら
な
い
の
は
ど
う
か
。

本
町
に
対
し
て
太
地
町
か
ら

何
の
説
明
も
な
い
の
か
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

農
地
転
用
の
届
出
か
ら
課

と
し
て
は
知
っ
て
い
た
。

質
問　
工
事
の
予
定
地
は
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
り
、

土
砂
が
流
出
す
る
と
こ
こ
に

堰
き
止
め
ら
れ
周
辺
住
宅
へ

の
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
。
防

災
マ
ッ
プ
で
土
砂
災
害
警
戒

区
域
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

計
画
を
聞
い
て
い
な
い
の

で
確
認
し
て
い
な
い
。

質
問　
町
長
は
ど
う
か
。

答
弁
（
町
長
）

市
屋
地
区
の
計
画
は
一
切

把
握
し
て
い
な
い
。

今
回
の
避
難
を
検
証
し

地
域
防
災
計
画
等
の
見
直
し
が
必
要
で
は

 

総
務
課
長  �
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
合
わ
せ
て

�

検
討
し
て
い
く

城本　和男　議員
那智勝浦町市屋にある隣町の水道施設

（土砂災害警戒区域に移転の計画がある）

災害対応の基本となる「地域防災計画」と
避難所運営マニュアル（町民にも説明を）
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人
口
減
少
対
策

質
問　
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
持
続
可
能
な
社
会

を
築
く
た
め
の
具
体
的
な
対

策
は
。

答
弁
（
観
光
企
画
課
主
幹
）

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
」
に
基
づ
い
て
、
情

報
発
信
、
移
住
フ
ェ
ア
へ
の

参
加
及
び
移
住
希
望
者
へ
の

案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し

て
、
公
園
の
整
備
、
給
食
費

の
無
償
化
及
び
医
療
費
助
成

金
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
施
策
が
一
般
的
で
心

に
刺
さ
ら
な
い
の
で
は
。
色

川
地
区
で
オ
ー
プ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
る

が
、
知
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
観
光
企
画
課
主
幹
）

チ
ラ
シ
を
い
た
だ
き
、
実

施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
知

っ
て
い
る
。

質
問　
推
計
に
よ
る
と
、
２

０
５
０
年
、
町
内
小
学
生
の

人
数
が
２
１
０
名
、
１
学
年

35
名
ぐ
ら
い
に
な
る
が
、
小

学
校
は
何
校
が
適
切
か
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

国
か
ら
は
、
１
ク
ラ
ス
20

名
程
度
が
望
ま
し
い
と
示
さ

れ
て
い
る
。

質
問　
２
０
５
０
年
、
生
産

年
齢
人
口
は
、
現
状
の
５
７

０
７
人
か
ら
２
５
６
６
人
と

55
％
減
少
す
る
が
具
体
的
な

対
策
は
。

答
弁
（
観
光
企
画
課
主
幹
）

人
材
確
保
に
お
け
る
具
体

的
な
取
り
組
み
は
な
い
が
、

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

提
案　
外
国
人
労
働
者
の
住

居
支
援
、
65
歳
以
上
の
労
働

者
が
働
き
易
い
環
境
づ
く
り

が
必
要
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
汚
水
処
理
施
設

質
問　
現
在
、
地
区
住
民
が

問
題
解
決
に
む
け
て
模
索
を

し
て
い
る
。

　
中
長
期
的
な
健
全
運
営
の

た
め
に
は
町
の
協
力
が
不
可

欠
で
は
。

答
弁
（
水
道
課
長
）

地
区
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば

伺
い
、
可
能
な
こ
と
は
検
討

し
て
い
く
。

２
０
５
０
年
、
町
の
人
口
は

 

観
光
企
画
課
主
幹  ��

６
９
１
０
人
ま
で
減
少
と
予
測

吾妻　正崇　議員

オープンビレッジとは、地域の住民宅で数日過
ごしてもらう移住体験。このような主体的な取
り組みを応援してみては？
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道
の
駅
「
な
ち
」　
建
物
の

利
用
方
針
の
見
直
し

質
問　
直
売
所
を
交
流
セ
ン

タ
ー
内
に
集
約
す
る
案
に
反

対
す
る
。
出
品
者
に
意
見
を

聞
い
て
い
る
か
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

に
ぎ
わ
い
創
出
の
観
点
か

ら
、
売
り
場
の
集
約
は
有
効

と
考
え
る
が
、
指
定
管
理
者

か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
、
現
状

の
ま
ま
の
可
能
性
も
あ
る
。

出
品
者
へ
の
聞
き
取
り
は
検

討
す
る
。

質
問　
建
物
の
活
用
法
は
指

定
管
理
者
に
丸
投
げ
せ
ず
、

町
が
主
体
性
を
持
ち
方
針
を

示
す
べ
き
で
は
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

し
っ
か
り
と
町
の
方
針
を

出
し
、
選
定
委
員
に
も
意
見

を
聞
い
た
上
で
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
（
企
画
競
争
入
札
）
に

臨
み
た
い
。

温
泉
は　
観
光
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
経
費

質
問　
複
数
の
事
業
者
が
、

指
定
管
理
料
が
あ
れ
ば
丹
敷

の
湯
を
継
続
す
る
意
向
で
あ

る
。
先
ず
は
応
急
修
繕
を
行

っ
て
施
設
を
再
開
し
て
は
い

か
が
か
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
料
の
支

払
い
を
拒
む
理
由
は
。

答
弁
（
農
林
水
産
課
長
）

大
規
模
修
繕
が
必
要
と
な

っ
た
時
点
で
一
旦
休
業
の
方

針
は
変
わ
ら
な
い
。
専
門
業

者
に
委
託
し
た
経
営
調
査
報

告
書
で
は
、
丹
敷
の
湯
を
営

業
し
た
場
合
で
も
数
年
後
に

は
黒
字
に
転
換
で
き
る
と
想

定
。

答
弁
（
副
町
長
）

大
規
模
修
繕
し
て
再
開
す

る
場
合
、
最
低
で
も
５
年
10

年
や
っ
て
ほ
し
い
。
指
定
管

理
料
を
当
て
に
し
な
い
運
営

を
期
待
す
る
。

中
村
覚
之
助
氏　
念
願
の

「
殿
堂
入
り
」
実
現
へ

質
問　
中
村
覚
之
助
氏
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
日
本
サ
ッ

カ
ー
殿
堂
入
り
の
実
現
に
向

け
、
町
長
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
行
動
を
。

答
弁
（
町
長
）

以
前
か
ら
、
時
間
が
あ
れ

ば
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
を
訪

れ
、「
日
本
サ
ッ
カ
ー
を
応

援
す
る
自
治
体
連
盟
」
に
も

加
入
し
て
、
会
長
に
申
し
上

げ
て
い
る
。
引
き
続
き
殿
堂

入
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

有効活用されていない交流センター内
観光機構さんにも意見を求めては？

  

副
町
長   �
ど
う
す
る
か
議
会
と
も
話
し
合
っ
て
き
た�

善
処
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

曽根　和仁　議員

丹
敷
の
湯
「
当
面
の
間
臨
時
休
業
」
と
言
い

半
年
以
上
も
経
つ
の
は
、
背
信
行
為
で
は
！

私案は、温泉を再開し特色ある飲食店、中村覚
之助記念室、アウトドア企業と防災等の協定を
結び、商品の委託販売
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危
機
的
な
在
宅
介
護

質
問　
当
町
の
高
齢
化
率
が

44
％
を
超
え
た
。
在
宅
介
護

の
現
状
は
。

答
弁
（
福
祉
課
長
）

訪
問
介
護
の
対
象
者
は　

４
３
０
人
、ヘ
ル
パ
ー
は
１
０

４
人
で
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。

質
問　
介
護
を
必
要
と
す
る

期
間
は
４
年
以
上
。
今
で
も

人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
増

え
続
け
る
対
象
者
に
対
応
で

き
る
か
。

答
弁
（
福
祉
課
長
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

資
格
を
取
る
た
め
の
補
助
は

し
て
い
る
が
今
年
度
は
１
名

の
利
用
。
今
年
、
認
知
症
対

応
型
施
設
で
９
床
増
や
し
、

在
宅
介
護
に
寄
与
し
て
い
る
。

質
問　
介
護
が
受
け
づ
ら
く

な
り
、
危
機
的
な
状
況
で
あ

る
。
外
国
人
材
の
登
用
や
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
シ
ス
テ

ム
作
り
な
ど
今
か
ら
で
き
る

こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
運

動
、
栄
養
、
社
会
参
加
が
元

気
長
寿
の
３
大
要
素
で
あ
り
、

高
齢
者
に
何
が
必
要
か
。

答
弁
（
町
長
）

多
世
代
が
集
う
こ
と
の
で

き
る
体
育
文
化
会
館
の
整
備

や
高
齢
者
が
運
動
及
び
社
会

参
加
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

色
々
な
も
の
に
興
味
を
持
ち
、

い
つ
も
刺
激
を
感
じ
る
よ
う

な
生
活
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

図
書
、
図
書
館
に
つ
い
て

行
政
が
で
き
る
こ
と

質
問　
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
取

り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
不
用
図
書
を
病
院
や

役
場
に
置
く
な
ど
、
本
と
の

出
会
い
の
場
を
増
や
し
て
は
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

現
在
、
図
書
館
で
読
み
聞

か
せ
を
行
っ
て
い
る
。
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
出
向
き
、
図
書
館
へ

の
誘
導
に
努
め
た
い
。
不
用
図

書
は
広
げ
る
予
定
は
な
い
。

質
問　
ゴ
ミ
と
し
て
出
る
図

書
を
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で
は

な
く
リ
ユ
ー
ス
と
し
て
町
内

循
環
で
き
な
い
か
。

答
弁
（
住
民
課
長
）

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
本
の
リ
ユ
ー
ス
も
考
え
て

い
く
。　

質
問　
全
国
で
電
子
図
書
館

が
普
及
し
て
い
る
。
当
町
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

導
入
後
の
費
用
等
課
題
も

多
く
、
考
え
て
い
な
い
。

通
学
の
暑
さ
対
策
を

質
問　
ま
す
ま
す
暑
く
な
る

夏
の
対
策
は
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

暑
さ
対
策
グ
ッ
ズ
の
使
用

を
推
奨
し
た
。

質
問　
推
奨
だ
け
で
な
く
具

体
的
な
取
り
組
み
は
考
え
な

い
の
か
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

校
長
会
で
学
校
独
自
の
取

り
組
み
を
確
認
す
る
。

 
町 
長  �
い
つ
ま
で
も
元
気
で�

い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
制
度
に
取
り
組
む

体育文化会館は人が集まる場所、
２階の踊り場などフリースペース
を増やしてほしい

藤社　和美　議員

高
齢
者
が
当
町
で

�

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
施
策
は
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子
育
て
支
援
施
策
は

無
料
で
？

意
見　
新
た
に
実
施
す
る
子

育
て
支
援
制
度
は
制
度
設
計

段
階
か
ら
無
償
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

人
件
費
比
率
が
高
い
状
況
、

ど
う
捉
え
て
い
る
？

質
問　
類
似
団
体
で
あ
る
串

本
町
の
人
件
費
比
率
は
２
５
．

９
％
、
対
し
て
当
町
は
３
０
．

１
％
、
こ
の
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

消
防
を
単
独
で
維
持
運
営

し
て
お
り
、
消
防
職
員
の
人

件
費
が
あ
る
。
ま
た
、
小
中

学
校
の
数
が
多
く
、
会
計
年

度
任
用
職
員
や
支
援
員
が
他

団
体
に
比
べ
て
多
い
こ
と
が

要
因
。

質
問　
財
政
が
厳
し
い
と
の

こ
と
だ
が
、
委
員
会
で
町
長

の
給
与
ア
ッ
プ
の
話
が
あ
っ

た
。

答
弁
（
議
会
事
務
局
長
）

報
酬
審
議
会
を
設
置
す
る

と
い
う
話
が
あ
る
。

意
見　
町
長
・
副
町
長
・
教

育
長
の
給
与
で
年
間
２
，
７

４
８
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
よ
く
考
え
て
行
動
を
。

子
供
達
へ
、
夏
休
み
等
食
事

提
供
の
実
現
可
能
性
は
？

質
問　
町
長
は
、
夏
休
み
等

の
食
事
提
供
を
実
施
す
る
気

は
あ
る
か
。

答
弁
（
町
長
）

答
弁
な
し
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

検
討
中
だ
が
、
現
段
階
で

課
題
が
多
く
、
進
ん
で
い
な

い
。

要
望　
私
に
は
、
や
る
気
が

感
じ
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
夏
休
み
等
に
、
食

事
が
取
れ
な
い
子
供
が
い
る

の
は
現
実
的
に
分
か
っ
て
い

る
は
ず
。
子
供
達
に
と
っ
て
、

食
事
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
。

　
も
っ
と
子
育
て
支
援
を
積

極
的
に
行
っ
て
欲
し
い
。

新
庁
舎
よ
り
、
宇
久
井
中

学
校
長
寿
命
化
工
事
を
優

先
す
べ
き
で
は
な
い
か

意
見　
当
町
の
課
題
解
決
を

目
的
と
し
た
、国
の
職
員（
地

方
創
生
伴
走
支
援
制
度
を
活

用
）
に
は
、
着
工
が
遅
れ
て

い
る
宇
久
井
中
学
校
の
長
寿

命
化
事
業
が
未
実
施
と
な
ら

な
い
よ
う
、
早
期
実
現
に
取

り
組
ん
で
貰
う
べ
き
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
防
災
・
減
災

●�

公
民
連
携
推
進
機
構
・
補

助
金
事
業

●�

低
所
得
者
支
援
、
子
育
て

支
援

 

こ
ど
も
未
来
課
長  �

料
金
を
徴
収
し
て
い
る
他
の
事
業
も

あ
る
の
で
、
今
後
考
え
て
い
く
。

松本　和彦　議員

『
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
』

�
利
用
料
は
、
無
料
化
で
の
実
施
を
!!

※町長は
給与アップしたいのか？

※子育て支援施策
無償化の実現を
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那
智
勝
浦
町
の
財
政

見
通
し

当
局
か
ら
令
和
16
年
度
ま

で
の
町
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
の
概
要
は
、「
町
税

の
増
収
が
見
込
め
な
い
な
か
、

物
価
高
や
賃
上
げ
に
よ
る
物

件
費
や
人
件
費
の
増
加
に
加

え
、
大
規
模
事
業
に
か
か
る

町
債
の
償
還
金
の
増
加
も
見

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
地
方
交

付
税
の
交
付
額
は
、
経
済
の

動
向
や
行
政
需
要
の
増
減
に

よ
り
変
動
す
る
。
将
来
的
な

財
政
収
支
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
事
業

規
模
の
見
直
し
や
事
業
実
施

時
期
な
ど
を
十
分
に
精
査
し
、

補
助
金
や
起
債
を
有
利
に
活

用
し
、
効
果
的
、
効
率
的
な

財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

本
庁
舎
整
備
等
の
た
め
に
計

画
的
に
積
立
て
を
実
施
し
て

き
た
。
基
金
活
用
事
業
の
実

施
に
よ
り
基
金
残
高
は
減
少

す
る
が
、
計
画
的
な
積
立
て

の
成
果
が
出
て
い
る
。
今
後
、

事
業
規
模
等
を
精
査
し
、
慎

重
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

報
告
を
受
け
た
後
、
各
委

員
か
ら
将
来
の
見
通
し
に
つ

い
て
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、

当
局
の
考
え
を
確
認
し
ま
し

た
。委

員
会
で
は
、
今
後
も
定

期
的
に
当
局
か
ら
財
政
見
通

し
の
報
告
を
受
け
、
町
の
財

政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

き
ま
す
。

陳
情
は
一
部
採
択
に
決
定

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

に
お
い
て
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
「
陳
情
書　
（
１
）
那

智
勝
浦
町
が
表
明
し
た
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

の
推
進
に
関
す
る
件
、（
２
）

那
智
勝
浦
町
公
共
施
設
の
短

期
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
関
す
る
件
及

び
（
３
）
地
域
事
業
者
有
効

活
用
に
よ
る
地
域
経
済
の
発

展
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て

５
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
意
見
を
付

し
て
一
部
採
択
と
す
る
こ
と

に
決
定
し
、
本
会
議
最
終
日

に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
内
容
は
、（
１
）
に

つ
い
て
は
、
願
意
が
妥
当
で

あ
り
採
択
。（
２
）
に
つ
い

て
は
、
那
智
勝
浦
町
公
共
施

設
の
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
省
エ
ネ
施
策
の
一
環
と
し

て
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、

学
校
等
現
場
に
応
じ
た
取
替

え
が
必
要
で
あ
り
、
計
画
的

な
事
業
を
実
施
す
べ
き
と
し

て
不
採
択
。（
３
）
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
那
智
勝

浦
町
内
の
事
業
者
が
公
共
施

設
の
照
明
設
備
の
工
事
を
担

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
工
事
を
受
注
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
発
生
す
る

こ
と
の
な
か
っ
た
多
額
の
管

理
費
用
を
出
し
て
工
事
を
進

め
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る

べ
き
と
し
て
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

な
お
、
こ
の
陳
情
は
、
本

会
議
に
お
い
て
も
全
会
一
致

で
一
部
採
択
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

総務経済
常任委員会

ロ
ー
カ
ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る

ロ
ー
カ
ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る

��

陳
情
を
審
査

陳
情
を
審
査

５回にわたる審査の結果、意見を付して一部採択とし
本会議最終日に報告を行いました。



委 員 会 報 告委 員 会 報 告

那智勝浦町議会だより　9月定例会号13

教育厚生
常任委員会

町
民
の
満
足
度
が

町
民
の
満
足
度
が

��
高
い
町
を
目
指
し
て

高
い
町
を
目
指
し
て

短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

第
２
ク
ー
ル
始
ま
る

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
、

要
支
援
状
態
の
方
を
対
象
に
、

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た

め
の
取
り
組
み
の
第
１
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
、
結
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。　

３
か
月
間
、
週
１
回
の
ペ

ー
ス
で
参
加
し
た
６
名
全
員

が
、
以
前
よ
り
運
動
、
栄
養
、

舌
圧
が
全
て
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
第
２
ク
ー
ル
で
も
参
加

者
の
改
善
維
持
を
期
待
し
ま

す
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

令
和
８
年
度
よ
り
保
育
園

等
に
通
っ
て
い
な
い
お
子
さ

ん
を
対
象
に
、
保
護
者
の
方

の
就
労
要
件
や
理
由
を
問
わ

ず
、
月
に
一
定
時
間
ま
で
保

育
園
等
を
利
用
で
き
る
新
た

な
制
度
が
実
施
予
定
で
す
。

土
曜
保
育
を
１
か
所
に

集
約
検
討

現
在
４
か
所
で
実
施
さ
れ

て
い
る
土
曜
保
育
に
つ
い
て
、

多
様
化
す
る
保
護
者
の
働
き

方
へ
の
対
応
や
、
職
員
配
置

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
か
ら
、

井
関
保
育
所
１
か
所
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
現
在
、
最

大
午
後
１
時
ま
で
の
土
曜
保

育
の
時
間
を
延
長
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 土曜保育が集約される予定の井関保育所。保育時間の延長も検討されている。

様々なプログラムを通じてフレイル
予防を目指す（画像は一部加工しています）

０歳６ヶ月から満３歳未満までの子どもが対象となる

参加者の声
◎杖なしで歩けるようになった。
◎�１人でバスに乗れるようになり、お墓参りに

行くことができた。
◎自宅での運動とウォーキングが習慣化した。
◎半年ぶりに自転車に乗れるようになった。
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元気元気・・
笑顔笑顔・・

輝き輝きまちのまちの
第 36回

表
紙
の
写
真
か
ら

　
写
真
は
、
色
川
山
里
ラ
ジ
オ
の
収
録
光
景
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的
で
す
が
、
毎
回
ゲ
ス
ト

と
し
て
色
川
住
民
を
迎
え
、
楽
し
く
お
話
し
を
伺
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
昨
今

で
す
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
隣
人
を
知
る
き
っ
か
け

と
な
る
極
め
て
素
晴
ら
し
い
企
画
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
吾
妻　
正
崇
）

編
集
後
記

　
令
和
6
年
度
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
今
議
会
で
審

議
し
ま
し
た
。

　
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
築
地
避
難
タ
ワ
ー
な
ど

大
規
模
事
業
が
施
工
さ
れ
、
事
業
承
認
を
し
た
私
達

も
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ

て
、
議
会
活
動
を
皆
さ
ま
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
藤
社　
和
美
）

●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
藤
社　
和
美

副
委
員
長　
吾
妻　
正
崇

委　
　
員　
引
地　
稔
治

委　
　
員　
西　
　
太
吉

委　
　
員　
松
本　
和
彦

委　
　
員　
勝
山　
則
子

●
発
行
責
任
者

議　
　
長　
加
藤　
康
高

色川に暮らす若者が自主的に始めた音声メディア
『色川山里ラジオ』好評配信中！

耳耳で発見、
色川住民の暮らしと人生

毎週月曜日、
Podcast
Spotify
Youtube で
配信中！

色
川
住
民
を
ゲ
ス
ト
に
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
、
い
ま
の

暮
ら
し
や
今
後
の
展
望
を
聞

く
音
声
メ
デ
ィ
ア
が
「
色
川

山
里
ラ
ジ
オ
」
で
す
。

地
域
外
の
方
も
聞
く
こ
と

が
で
き
る
ラ
ジ
オ
で
、
色
川

に
親
近
感
や
つ
な
が
り
感
を

持
っ
て
欲
し
い
。
そ
し
て
移

住
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、

と
色
川
に
住
ん
で
４
年
に
な

る
德
森
さ
ん
が
企
画
。
２
０

２
４
年
７
月
か
ら
配
信
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
出
演
住

民
は
30
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
同
じ
地
域
に
暮
ら
し
て
い

て
も
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
じ

っ
く
り
と
聞
く
機
会
は
少
な

い
も
の
。
色
川
住
民
同
士
の

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
更
新
は
続

き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
聴
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
編
集
・
写
真
提
供

：

�

ら
く
だ
舎
編
集
室

坂足区に住む後呂光さんをゲストに迎えて。向かって左から
後呂さん、MC の千葉智史さんと德森和寛さん

スマホ
で

聴ける
！


